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＜実践編（採用）＞ 

 

1.採用活動 

 

（1）基本的な態度 

採用活動においては、新卒や中途採用に関わらず、「ＬＧＢＴＱの方が応募者の中に必ずいる（かもしれな

い）」という気持ちで対応する必要があります。そのうえで、特別なサポートが必要な場面を除き、応募者の一人と

して自然体で接することが大切です。 

 

特に次のような態度はよくありません。 

・差別的と感じられるような態度（言葉遣いにも注意） 

・腫れ物に触るような態度 

・かわいそうと見下すような態度 

・笑ったりするような態度 

 

ＬＧＢＴＱ当事者であることをカミングアウトして就職活動を行いたいと思っている人は多く存在し（下図）、

最近はカミングアウトして就職活動を行うＬＧＢＴＱの学生も増えてきています。しかし、同性愛者やバイセクシュ

アルの方の大半は、求職時にはわざわざカミングアウトしないのではないかと予想されます。職場でカミングアウトして

いる当事者の方はわずか4％にとどまるという調査結果もあり、そのことがわかります。 

採用活動に携わるメンバーは、応募者が（見た目ではわからないものの）ＬＧＢＴＱである可能性もあるとい

うことを念頭におきましょう。 

 

図：みんなの声を企業に届けよう！〜LGBTQ+と就職に関するアンケート〜 

（2018年1月4日〜2月4日・株式会社 Job Rainbow 調べ） 
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